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Let me… 

撮りますよ．．．．

撮影してもよろしいですか？の気持ちで。
写真を撮るということは撮られるヒトがいるということ。 対象への気遣いを心がけましょう。

CHECK POINTS 

□ 撮影に関する肖像権、 著作権の問題を理解している ・ ・ ・ 写真の使用目的によっ ては許可が必要になる場合があります。

Q.撮影する前に許可をとったほうがいいのはどんな時？

A．私有地の中での撮影、 あるいは寵などのプライペートな窒圃を外から撮影する場合は事前に許可をとりましょう。

また子どもやペットを撮影するときは、 その偏圃者、 鯛い主から許可を得るようにするとよいでしょう。

Q．ストリートスナップなどでも事前に声をかける必璽があるの？

A．公共の場で人掬を撮影すること自体は闘圃ありませんが、 カメラを向けた時の反応には注意して判繭するとよいでしょう。

〇写真家・井上浩輝さんのお話

素敵なものや素敵な瞬間 を見つけたとき、 それらを撮 って残したいという

気持ち になることは少なくありません。 しか しながら、 自宅 や自室の中は

好き勝手に 撮ることが できるものの、 屋外ではなかなかそう いきません。

屋外、 特に自宅から外に出た瞬間から被写体に 「他人」が関わりはじめる

ためです。 私たちが 「撮りたい」と思っても、 「撮られたくない」と思う他人

がいることが十分にあり得るのです。 この点を十分に考慮しながら、 必要

に応じて調整をする撮影に したいものです。 もしかすると 、 お互いの気持ち

がうまく合ったとき、 いっそう素敵な瞬間が巡ってく るかもし れません。
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